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1 はじめに 

1.1 委託業務の目的 

 

宇宙分野の裾野拡大と宇宙活動を支える人材の育成は、我が国の喫緊の課題である。そのた

めには、自然科学分野に加えて、人文・社会科学分野の人材が宇宙分野に参画する機会を作り、

大学での人材育成基盤を確立する必要がある。 

 

本委託業務では、宇宙ビジネスにおける宇宙ルール形成を主導する人材の育成を目指す。 

 

第一に、宇宙法や宇宙技術開発、宇宙ビジネス、宇宙考古学など文系・理系の学生が宇宙分

野（宇宙利用）について参画する機会を創出するために、全学共通科目「宇宙利用論」開講する。 

 

第二に、宇宙ビジネス分野における人材育成として、宇宙技術開発の現状とビジネスに展開す

る上での課題を学び、それらの学びから新たな宇宙ビジネスに展開できる事業提案能力の育成を

行うために、宇宙ベンチャー企業と連携し宇宙ビジネスに関する国内研修及び海外インターンシッ

プを開発する。 

 

第三に、宇宙ルール形成分野における人材育成として、各国の宇宙法分野の研究者との人材

及び研究交流の場を創出し宇宙ルールの形成に必要となる国際コミュニケーション能力を育成す

るために、国際宇宙法学会（ IISL: International Institute of Space Law ）による宇宙法模擬裁判

大会アジア地区大会及び宇宙法国際シンポジウムを開催する。 
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1.2 業務の方法 

令和５年度における実施内容は、以下の通りである。 

 

① 全体統括及び全学共通科目開講 

 

a.全体統括 事業全体の進捗を把握するため、統括会議を 3回開催した。 

b.全学共通科目開講 

全学共通科目「宇宙利用論」を開講した。人文・社会・自然科学の研究者による講義を実施した。

また、外部機関（Space BD、アークエッジスペース、東京海上日動等）と連携して講義を実施した。 

令和 6 年度の大学入学予定者向けにプレ講義を実施し、履修者数確保に向けた積極的な取り

組みを行った。 

 

② 宇宙ビジネス国内研修実施及び海外インターンシップ原案作成 

 

宇宙ビジネスに関する国内研修を実施し、海外インターンシップ原案を作成した。 

国内研修については、令和4年度に引き続きSpace BDと連携して宇宙技術開発の現状を学び

新たな宇宙ビジネスの提案を行う研修を実施した。 

海外インターンシップについては、令和 4 年度に選定した候補先と実施時期や実施内容につい

て交渉し、令和 6年 9月に実施することで合意した。参加学生の感染症対策及び高騰する旅費や

受入機関の体制を考慮し、現地訪問またはオンライン受講の両面から実施方式を検討した。現地

訪問が実施できない場合はオンライン受講形式で実施することとした。 

第 67 回宇宙科学技術連合講演会での研究報告及び研究交流を通じて協力機関を増やし、研

修内容の充実に向けた取り組みを行った。 

 

③ 宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会及び国際シンポジウム実施 

 

宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会及び終了後に関連事業としてとして大会参加者

や国内外の宇宙法研究者による国際シンポジウムを実施した。模擬裁判大会については書類選

考の上 12 チームを招へいした。裁判官役として国外 2 名、国内 16 名の研究者を招へいした。実

施本部である IISL の Steven Freeland 氏、Gopalakrishnan 氏を招へいした。模擬裁判大会実施に

併せて宇宙法に関する国際シンポジウムを開催した。  

令和 6年度に向けて、日本チームの参加を促進するために積極的な取り組みを行った。具体的

には、国際法学会、APRSAF-29、第 67回宇宙科学技術連合講演会、第 19回宇宙法模擬裁判日

本大会において宇宙法関係者に宇宙法模擬裁判大会告知及び日本チーム参加募集を行った。 
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④ 広報活動 

 

本課題の研究協力者や協力機関の確保、及び本課題の成果をより広く普及させるための広報

活動についても積極的な取り組みを行った。一例として、宇宙広報団体 TELSTAR、宇宙へのポー

タルサイトsoraeにおいて宇宙法模擬裁判大会特集記事を掲載した。担当者に本学の学生で宇宙

利用論受講生がいたため、入学前プレ講義における講演をお願いした。令和6年度から他大学の

大学院に進学し宇宙法を研究するとのとことから、引き続き協力をお願いする予定である。 

 

⑤ 自発的な研究活動等 

 

自発的な研究活動等に関する実施方針に基づき、所属機関が認めた範囲で自発的な研究活

動等を推進した。 
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2 実施内容 

 

2.1全体統括及び全学共通科目開講 

 

統括会議の実施 

 本事業の実施にあたり、統括会議を 3回実施した。日付、議題は以下の通り。 

1 回目 日付 令和 5 年 6月 16 日（金）17：30～18：30 

議題 各事業進捗確認、宇宙法模擬裁判大会運営方法 

2 回目 日付 令和 5 年 7月 24 日（月）18：00～19：00 

     議題 各事業進捗確認、宇宙ビジネス研修案、研究成果発表案 

3 回目 日付 令和 5 年 12 月 6 日（水）17：00～18：00 

     議題 各事業進捗確認、宇宙利用論講義案、宇宙ビジネス研修案 

 

 

全学共通科目開講 

全学共通科目「宇宙利用論」を以下の通り開講した。 

 

 



5 

 

 

 

 



6 

 

 

 



7 

 

講義資料（一部） 

 

 

 

 

 

 

 



8 

 

 
 



9 

 

 

 



10 

 

 

 

 



11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

各講義後のアンケート結果（一部抜粋） 

 

 人生において宇宙飛行士の方に会えると思っていなかったので、学生生活の中で最も記憶に

残る講義だと思います。ありがとうございました。 

 地上と宇宙の重力があるか無いかの違いが身体に影響を及ぼすことも、わりと早くに順応で

きることにも驚きだった。また、宇宙飛行士がさまざまな試練や管理を行なっているなか、宇宙

旅行など一般市民が利用するには主に健康面で課題があると感じた。 

 宇宙飛行士の話は本当に貴重でとても面白かったです。特に星空については私も実際に宇

宙に行ってこの目で見てみたいなと思いました。文系ですが宇宙についてもっと深く調べて何

か将来役に立つことがしたいなと思います。今日はありがとうございました！ 

 講義の内容全てが新鮮で興味深かったです。金井さんのお話から宇宙旅行はどれだけ楽し

いだろうか想像していて、現在ではお金も時間も体力的な面でも沢山の課題はあると思いま

すが、綺麗な星空を見てみたい。青い地球と大陸を遠くから見てみたいと純粋に感じました。

これからテクノロジーが進んで更に誰でも宇宙旅行しやすい世の中になれればいいなと思い

ました。戦争をする馬鹿な国はみんなで宇宙へ言って欲しいとも思いました！ 

 時間を合わせる国はスポーツだとアメリカが多いイメージで、宇宙ステーションはイギリスに合

わせていること少し意外でした。 

 宇宙を市場として捉え、宇宙の中で皆がやりたい事を探していくことで技術の進歩につながっ

ていくという考え方について聞くことができ、むしろ文系の人が関わっていくことの重要性を知

ることができた。 

 色々な視点から宇宙マーケティングについて学ぶことができ非常に面白かったです。知らなか

ったこと(宇宙オリンピックなど)を知ることができ、楽しみながら聴くことができました。有難うご

ざいました。 

 宇宙とさまざまな分野が融合できるということを知りました。しかし、真面目な内容ではなく映

画やポケモンなどエンタメと組み合わせるという考え方が印象に残った。将来は宇宙そのもの

がエンタメになるのではないかと期待している。さらに、自分は政治学者を目指しているので

政治と宇宙を組み合わせた話を今後していきたいと願っています。 

 宇宙と考古学との結び付きはあまりイメージ出来ないものでしたが、意外と技術の面(リモート

センシング)や古代王の関心の的という面で繋がりがあるのだと知りました。あと、遺跡と聞くと

大変丁重に扱われるイメージでしたが、思ったより野ざらし状態なのが面白かったです。 

 宇宙を利用すると聞いた時につい未来のことを連想してしまっていたのですが、宇宙から過去

を分析するという視点が新しく、興味深い講義でした。ありがとうございました。 

 宇宙考古学という新しい分野の中身を知ることができた。リモートセンシングという技術はさら

に日常への応用が増えていくのではと考えた。 

 宇宙考古学の調査を知ることができて、非常に興味深かったです。 

 衛生を利用して考古学を研究するという発送がなかったので、初めて伺う話しでとても興味深

かったです。実際に探索するよりも効率的に発見できるということなので、今後更に歴史的な

発見があると思うと、楽しみです。 
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 考古学と宇宙開発の関係性について、最初に文字だけ見た時はあまり想像できませんでした

が、地形などを把握して効率的な発掘調査を行っていることを聞き非常に納得しました。とて

もロマンのある講義で、今後の調査や発掘など興味を注がれました。 

 最初にリモートセンシングという言葉を聞いた時、今日の講義は特別難しそうかも、と思ったの

ですが、お二人の説明が丁寧でわかりやすく楽しみながら聴講することができました。リモート

センシングの技術によって、新たな発見であったり応用ができたりと可能性に溢れているなと

感じました。発掘も現地で実際に歩いてみたりと、大変そうだけど楽しそうだなと思いました。

有難うございました。 

 秦の始皇帝の時代から、天（宇宙)に対して関心があったのは驚きだし、今よりも昔の人が、北

極星の角度を理解していたと聞くとわりと高度な文化が昔もあったのではないかと思った。 

 文系の私にもとても分かりやすく、初めて聞く内容ばかりだったのですがとてもワクワクする内

容でした。ありがとうございました。 

 滅多に聞けない宇宙考古学の話、非常にワクワクしました。歴史と空間を超えて、宇宙開発を

利用していると知り、まだまだ宇宙利用の可能性を感じました。またリモートセンシングの特性

を考えれば、考古学の手段として利用することは理にかなっていることにも気がつきました。 

 宇宙は考古学にも使えることを初めて知った。 

 衛星には静止軌道衛星と極軌道衛星の大きく 2 種類がある事を知った。 日本列島の天気予

報は静止動衛星からの情報を利用しているのでしょうか？ 

 衛星通信があることで、どこでも通話などができるようになるように、衛星を宇宙に飛ばしてい

るからこそ、空から撮れるものがあるから地球上の色んなものが解明されていくのだと改めて

感じた。リモートセンシングという言葉は知らなかったため勉強になった。この技術があること

で解明されていくものは多々あるが、解明されていくことでロマンや謎というものが無くなってし

まい、少し情緒が欠けるような気もした。 

 岩の成分から岩の名前を突き止めて、その岩を探すといった研究をしていると聞いて、とても

興味深いなと思いました。 太陽光の電磁波を観察するなど、目には見えないものを研究して

突き止めるのもとても凄いことだなと思いました。 

 興味深いお話をありがとうございました。宇宙の衛星データを活用することで遺跡などの発見

に役立つというのが大変興味深かったです。昔の国同士の交流がわかっているのはみなさん

が時間と労力をかけて調べてくださっているからなんだと痛感しました。 

 空気の薄いところで見られるという紫色の空がすごく綺麗で見てみたいと思った。 

 今回の講義では、宇宙考古学について学びました。上から眺めてみる、という文字通り新しい

視点から見ることがとても面白いと思います。 

 今回の授業を聞いて、リモートセンシングの無限の可能性を知ることが出来ました。特に私は

史学科なので、リモートセンシングを使った研究はとても興味深いと思いました。秦の始皇帝

陵の研究はまだまだ続くと思いますが、とても楽しみです。私も日本考古学について少し調べ

てみようと思いました。今回はありがとうございました。 

 今回の講義では世界各国の宇宙活動や現在までの宇宙開発の歴史の流れを理解すること

ができました。日本がロシアやアメリカに次いで宇宙開発に乗り出していた理由が、静止軌道
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衛星の場所が有限であるからということを聞き、何度も躍起になって打ち出しているからこそ

スペースデブリのような問題も起きているのだなと考えさせられました。 

 それまで日本の宇宙開発は国際競争の中で日本のプレゼンスを高めるためのものだという認

識が強かったため、静止衛星の権利を得るためという考え方があったことを初めて知った。ま

た、日本が宇宙利用を武力に使わないと決めていることは地球の中の日本の在り方と似てい

て面白いと思った。 

 これまで日本の宇宙に対する取り組みは、合理的な理由があって行われてきたものだと感じ

た。法律などは、利害が起きた場合など起きないように考えた結果生み出されたルールだと

思うので、論理的な面を深く感じた。 

 クイズ(話し合い)や宇宙法のこれまでの流れなどを楽しく学ぶことができました。衝撃的だった

のは、jaxaと他国における予算の違いが大きいことでした。もう少し予算が割ければ、さらに日

本の宇宙産業は発展するだろうなと感じました。 

 月面で人の定住が可能になったとき、ルールが必要になるだけでなく、管轄と規制の方法ま

で考えられなければならないことを知り、現在攻撃的な態度を取っている国の宇宙開発が進

んだ際、より問題になってきそうだと感じた。 

 本日は有り難うございました。月移住などが現実味を帯びてくるなかで、法律をどのように制

定したらよいかというのは、本当に大切な話題だと思いました。特に、月で犯罪などが起きた

際にどこの国の法律を適応するのか、月独自の法律をつくるのかなどが興味があります。 

 月移住における法整備に関して、どのようなルールをつくるかだけでなく、どのように作成する

か、(例えば国際機関が制定する、月で人々が制定する、企業が制定するなど)という観点に

興味をもった。 

 やはり宇宙法について考える時に自分が考えもしないような様々な事まで網羅するように法

律を考えるのは非常に難しいと改めて感じた。死体処理について究極のゴミという表現が一

番面白かった。 

 宇宙関連事業について、P2Pのような高速移動が可能になったら今の海外旅行が、今後の国

内旅行、今の宇宙旅行が今後の国外旅行ぐらいのスケールになると考えるとワクワクするな

と思った 

 日本の経済的には主要な拠点ではない北海道が、未来のビジネス領域(宇宙業界)では注目

される場所であることに驚きました。次世代のビジネスが育っていくことで、経済の中心地や

主要都市というものが変わっていく可能性もあるのかなと感じました。 

 貴重なお話ありがとうございます。メタンガスの環境への悪影響に興味があり、北海道の酪農

が発展している地域でロケット燃料として利用するというのが SDGs の代表のように思い感動

しました。産業を地元を巻き込んで多くの企業を活発にするという考えを知ることができました。

大変興味深いお話でした。 

 働き方について考えることができました。文系として宇宙に関わるためには技術を使って何が

できるかを説明し、コミュニケーションを取っていくことが重要だと考えました。ありがとうござい

ました 
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 今回は、超小型衛星について深く学ぶことが出来ました。超小型衛星はその大きさに反して、

とても幅広い役割を担っていることがわかりました。低コストで作れ、これからどんどん需要が

増していくと思います。将来の利用をめざしてどんどん開発が進むといいと思います。 

 宇宙利用について知る考えるということでこの講義をとったが、宇宙業界やベンチャー企業で

働く方のお話を聞くということができるのはとても嬉しかった。また 3 年生の方とかお話する機

会も多く、同学年ではない就活のために動き出す学年の方の意見を聞くことができた。 

 宇宙保険という観点から、どのように宇宙産業と繋がっているのかを学べ、大変興味深かった

です。政府系の衛星には基本的に保険が手配されていないことなど、大変驚きました。ありが

とうございました。 

 今回は東京海上日動さんのお話を聞いて、宇宙保険の概要について学べました。私自身、保

険会社に興味があるので、貴重なお話を聞けました。将来、宇宙移住なども進むので、そうい

ったものに対する宇宙保険の発展も見込まれると思いました。ありがとうございました。 

 宇宙保険の市場がまだ小さいということやロケットが打ち上げられる瞬間から責任が購入者

に移されるということを聞いてとても興味深かった。宇宙産業は急速に発展しているのでこれ

からの保険の新たな分野としてますます注目が集まる業界であると感じた。 

 「歯磨き」という観点からどのように宇宙に挑戦したかを知ることができ、非常に興味深かった

です！！泡のタイプの歯磨き、気になりました！ 

 泡歯磨きを実際に体験してみて、防災用品に入っているととても便利だなと思い、地上での課

題解決に繋がるってこういう事なんだなと思いました。様々な課題はあると思いますが、一般

向けに販売されるのを楽しみにしています！ 

 本日は貴重なお話をありがとうございました。質問でもでた通り、宇宙関連の事業は広がりを

見せていますが、ニッチな市場でどう利益化していくかという課題から中々事業としてスタート

するのは難しいと思うので、LION の自由研究の時間はそうしたイノベーションを作り出すため

に、素晴らしい取り組みだとおもいました。 

 元々宇宙に興味があって受講した授業でしたが、今現在の宇宙や未来の宇宙に関して社会

や自分との関わりについて学び、遠いものではない事を実感する授業となりました。 

 生活や商業としての宇宙空間について学ぶことで、勉強して地球を飛び出した先の空間の存

在に気が付き、自身の考えやアイデアはいつも地球上でできることにとどまっていることに気

づかされました。今まで学習院で取った中で一番いい授業でした。ありがとうございました！ 

 今まで、宇宙分野は理系の学問だという認識があったが、実際に参加すると自分と同じ文系

の人達が宇宙利用の考察や質問を活発にしていて、非常に刺激を受けた。また、チームを作

って双方向的に行う授業が個人的に苦手だったが、思い返せば終わった後は他の生徒から

聞いた意見が参考になったことの方が多かったので良かったと思う。自分自身就職活動と並

行しながらの受講であったが、技術開発とマーケティングの協働など、新しい視点を得ながら

就活をすることができたという点で、非常に印象に残る講義だったと思う。 
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宇宙利用論プレ講義の実施 

全体統括会議及び全学共通科目開講では具体的な実施内容として、新入生及び在学生を対

象に認知促進と受講生確保を目的とした「宇宙利用論プレ講義」を以下の通り実施した。80 名の

申し込みがあった。 

指定校推薦や内部進学者には合格書類に以下の案内文を送付した。一般入試入学手続き者

には、学習院大学ホームページ及び広報大使 さくまサン ツイッター（@Saku_Gakushuin）におい

て告知した。 
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プレ講義後のアンケート結果（一部抜粋） 

 

 わかりやすい説明で宇宙についてもっと学びたいと思えました。 

 Nihonbashi Space Week もいってみたいです。 

 元々あまり興味はありませんでしたが、今日の講義をきっかけに、ビジネスとしてとても興味を

持ち、宇宙ビジネスをやりたいなと思いました。 

 初めて宇宙利用に関してお話を聞いて沢山のことを知れて私なら何がしたいのかなと想像し

て見ることが出来ました 

 今日の講義を聞いて大学生になって学ぶことがとても楽しみになりました！ 



18 

 

 宇宙にはもともと興味があったので、宇宙関係に就職したいと思いました。そのために英語を

頑張りたいと思います。 

 大変興味深い内容で、是非とも宇宙利用論を受講したいと思いました。 

 宇宙と聞いて漠然と難しいものだと思っていたけど、ライブや食など身近な分野にも関われる

と知って興味が湧きました。 

 宇宙のホテルには興味が湧いた 

 全く宇宙に詳しくなかったのですが、凄く興味が湧きました！単純に面白そう！！というのが

感想です。自分のワクワクから社会課題に繋げる、というのが私も出来るようになりたいなぁと

感じました。楽しかったです。ありがとうございました。 

 宇宙の成り立ちなどのは興味がありましたが、現在活用されている事項については知らなか

ったのでとても興味深いお話が聞けて嬉しかったです。ありがとうございました。 

 今まで宇宙のことに興味がなかったけれど、堅苦しいようなテーマだけではなく身近なところ

から宇宙をテーマにしている会社があって、より近い距離で宇宙を感じることが出来ました。 

 考えたことのない視点から宇宙について考えることができました。図鑑の中で見る宇宙とは違

い実際の社会の中で宇宙は自由な場所なのだと知れて面白かったです。 

 宇宙がここまで身近になってきていると思って驚きました。 

 宇宙の魅力をすごく感じました。宇宙で何が出来るのか創造力を働かせて考えてみたい。 

 宇宙になんとなーく興味はありますが、知識は全くないという現状です。自分の中に少しある

興味を膨らませるために、受講してみたいなと思いました。 

 宇宙をハブとして自分の想像以上に多くの分野に関連していることに驚いた。 

 宇宙に関する仕事は理系の人にしかできないものだとおもっていたので、今日の講義を聞い

て文系の私にもできることを知ってよかったです。進路を考える上で宇宙も視野に入れたいと

思います。 

 宇宙は研究や技術開発などかたいイメージや男性が多く関わる印象が強かったので今回の

講義を聞いて、より身近で自分にも関わるチャンスがあると感じることができました。 

 宇宙モチーフも宇宙利用に入るという視点が新しくて面白かったです。となると人類はだいぶ

昔から宇宙を利用していたんだなと思いました。 

 宇宙を利用すると聞いて、堅苦しく感じていましたが、自分がワクワクすることや興味を持った

ものをそのままお仕事として研究できるのは興味深かった。私も将来何か宇宙×〇〇ができ

ないか考えてみたいと思いました。 

 将来地球の人々が宇宙空間に行き来できるようになった場合お金などはどのくらいいかかる

のかが疑問に思いました！ 

 平安文学の月の描写に興味を持っています。昔は眺めるものだった月が今では実際に行け

るようになるなんて昔の人は想像もしていなかっただろうなと思いました。色々な開発が進ん

でいる宇宙の話を聞くことができ、楽しかったです。 

 我々には馴染みのないものばかり出てくるのかと思いきや、意外にも身近なものが宇宙利用

されていた。宇宙はまだまだ解明されていないことが多いので、宇宙に挑戦する人達を応援し

ています。 
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2.2 宇宙ビジネス国内研修実施及び海外インターンシップ原案作成 

 

宇宙ビジネス国内研修の実施 

 

令和 6年 2月 26 日(月)、27 日(火)に、Space BD(株)日本橋オフィスにおいて、在学生を対象に

「宇宙ベンチャー・インターンシップ」を実施した。学習院大学ホームページ及び広報大使 さくまサ

ン ツイッター（@Saku_Gakushuin）、在学生用ポータルサイト（G-port）において告知した。24 名の

申し込みがあり、DAY1 は 20 名、DAY2 は 18 名が出席した。また、Space BD 社との連携により、

今回は他産業の社会人を交えて研修を実施した。 

 

研修受講者へのアンケート結果では、参加動機としては、昨年度と同様に宇宙、宇宙利用論、

ベンチャー企業、宇宙産業、本研修内容への興味・関心挙げられた。その他には、就職活動準備

や宇宙ビジネスにおける新規事業企画立案への興味・関心などがあった。 

 

研修を受講した感想としては、以下の点が挙げられた（要約）。 

 

 社会人の方とお話しできる機会など、大学内だけではできない新しい学びや発見があった。 

 最後に、先生が宇宙について常に戦っているということが印象的で、自分の描きたい未来や

理想をもって突き進み、最後に切り拓くのは自分の意思力だと思いました。" 

 宇宙について知りたいと思えるきっかけになるだけでなく、初めて会う人とのコミュニケーショ

ンの取り方や、商談やリスクを考える時に何が重要なのかについてさまざまな要素を考えるこ

とができた。 

 初対面の方と対話し協力して物事に取り組んだり、実際に働いている方々を前にしてプレゼン

をしたり、実際に働いている方々から貴重なお言葉をいただくことができた。 

 学部や学年問わず話せる貴重な機会であり、社会人の方とも話すことができ、アドバイスをい

ただけた。 

 商談に向けて企画することも初めてでした。その場ではそこそこ内容が詰まった事を考えられ

たかなと思っていましたが、帰ってから考えていると、相手がどうすれば喜ぶか/なぜスペース

BDと契約を結ぶのか/なぜ我々は相手と契約したいのか？をふわっとした「宇宙への憧れ」で

全て説明していたなと思い返し、自分の思考放棄していた部分に気づけました。 

 初日の宇宙ビジネスゲームでは、不確定要素が多い中での意思決定の難しさ、2 日目の商談

体験では、宇宙ビジネスを開拓していく難しさを身を持って体験できました。どちらも沢山の学

びがありとてもためになる内容で、沢山の気づきを得ることができました。 

 この 2日間で得た学びをゆっくり消化しながら、今後のキャリアに活かしていきたいです。 

 新しい産業を創るということに惹かれて、今回応募させてもらいました。貴重な機会をくださり

ありがとうございました。将来ビジネスで関われるように頑張ります！ 
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宇宙ビジネス国内研修資料 
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海外インターンシップ原案作成（現地訪問） 
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※上記日程は原案作成段階の候補日 
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2.3 宇宙法模擬裁判大会、国際シンポジウム実施 

 

宇宙法模擬裁判大会実施 
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宇宙法国際シンポジウム実施 
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3 まとめ 

 

令和５年度における実施内容は、以下の通りである。 

 

① 全体統括及び全学共通科目開講 

 

a.全体統括 事業全体の進捗を把握するため、統括会議を 3回開催した。 

b.全学共通科目開講 

全学共通科目「宇宙利用論」を開講した。人文・社会・自然科学の研究者による講義を実施した。

また、外部機関（Space BD、アークエッジスペース、東京海上日動等）と連携して講義を実施した。 

令和 6 年度の大学入学予定者向けにプレ講義を実施し、履修者数確保に向けた積極的な取り

組みを行った。 

 

② 宇宙ビジネス国内研修実施及び海外インターンシップ原案作成 

 

宇宙ビジネスに関する国内研修を実施し、海外インターンシップ原案を作成した。 

国内研修については、令和4年度に引き続きSpace BDと連携して宇宙技術開発の現状を学び

新たな宇宙ビジネスの提案を行う研修を実施した。 

海外インターンシップについては、令和 4 年度に選定した候補先と実施時期や実施内容につい

て交渉し、令和 6年 9月に実施することで合意した。参加学生の感染症対策及び高騰する旅費や

受入機関の体制を考慮し、現地訪問またはオンライン受講の両面から実施方式を検討した。現地

訪問が実施できない場合はオンライン受講形式で実施することとした。 

第 67 回宇宙科学技術連合講演会での研究報告及び研究交流を通じて協力機関を増やし、研

修内容の充実に向けた取り組みを行った。 

 

③ 宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会及び国際シンポジウム実施 

 

宇宙法模擬裁判大会アジア・太平洋地区大会及び終了後に関連事業としてとして大会参加者

や国内外の宇宙法研究者による国際シンポジウムを実施した。模擬裁判大会については書類選

考の上 12 チームを招へいした。裁判官役として国外 2 名、国内 16 名の研究者を招へいした。実

施本部である IISL の Steven Freeland 氏、Gopalakrishnan 氏を招へいした。模擬裁判大会実施に

併せて宇宙法に関する国際シンポジウムを開催した。  

令和 6年度に向けて、日本チームの参加を促進するために積極的な取り組みを行った。具体的

には、国際法学会、APRSAF-29、第 67回宇宙科学技術連合講演会、第 19回宇宙法模擬裁判日

本大会において宇宙法関係者に宇宙法模擬裁判大会告知及び日本チーム参加募集を行った。 

 

  



38 

 

4 添付資料 

なし 
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学会等発表実績 

 

委託業務題目「宇宙ルール形成に着目した文理融合×産官学連携による人材創造プログラム」 

機関名 学校法人学習院 学習院大学 

 

1. 学会等における口頭・ポスター発表 

発表した成果（発表題目、口

頭・ポスター発表の別） 

発表者氏名 発表した場所 

（学会等名） 

発表した時期 国内・外

の別 

持続可能な宇宙利用に貢献

する人材育成プログラム 

渡邉 匡人, 乾 

友彦,小塚 荘

一郎, 佐藤 雅

彦ほか 

第 67 回宇宙科学技術

連合講演会 

令和 5 年 10 月

18 日 

国内 

 

2. 学会誌・雑誌等における論文掲載 

掲載した論文（発表題目） 発表者氏名 発表した場所 

（学会誌・雑誌等名） 

発表した時期 国内・外

の別 

THOMSON「産学連携と企業

の研究パフォーマンス」 

乾 友彦、枝村 

一磨 

RIETI ディスカッション・

ペーパー、23-J-035 

令和５年９月 国内 

地域産業政策としての宇宙ビ

ジネス 

小塚荘一郎 『地方自治』９１３号２～

２７頁 

令和５年１２月 国内 

 

（注）発表者氏名は、連名による発表の場合には、筆頭者を先頭にして全員を記載すること。 

 

 


